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は
じ
め
に

『
明
実
録
』

の
琉
球
史
料

明
朝
(
-
三
六
八
ー
一
六
四
四
年
）
は
建
国
後
ま
も
な
く
周
辺
諸
国
に

招
撫
の
使
者
を
送
り
、
そ
の
一
環
と
し
て
現
在
の
沖
縄
に
対
し
て
も
使
を

遣
わ
し
た
。
こ
れ
に
応
え
て
朝
貢
し
て
い
っ
た
こ
の
地
域
の
首
長
た
ち
は
、

明
に
よ
っ
て
琉
球
国
中
山
王
・
琉
球
国
山
南
王
・
琉
球
国
山
北
王
に
冊
封

さ
れ
た
。
そ
の
後
琉
球
国
は
急
速
な
発
展
を
と
げ
、
や
が
て
統

一
国
家
を

形
成
し
、
明
と
の
緊
密
な
関
係
を
維
持
し
つ
つ
、
東
ア
ジ
ア
・
東
南
ア
ジ

ア
に
お
い
て
活
発
な
中
継
貿
易
活
動
を
展
開
し
、
独
自
の
社
会
・
文
化
を

発
達
さ
せ
た
。

し
か
し
こ
の
時
期
の
琉
球
国
の
様
相
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
史
料
は

極
め
て
乏
し
い

。
一

方
、
明
に
は
「
明
実
録
」
と
い
う
精
細
な
記
録
が
あ

る
。
「
明
実
録
」
は
正
式
に
は
「
大
明
実
録
」
と
い
い
、
「
皇
明
実
録
」

と
も
称
す
る
。
全
二
九
0
九
巻
。
永
楽
九
年
(
-
四

―
-
）

に
成

っ
た
胡

広
等
絹
「
太
祖
実
録
」
二
五
七
巻
か
ら
、
温
体
仁
等
絹
「
嘉
宗
実
録
」
八

四
巻
ま
で
、
明
朝
十
三
代
皇
帝
の
実
録
で
あ
る
。
実
録
は
各
皇
帝
の
没
後

に
、
起
居
注
（
皇
帝
の
起
居
を
記
録
す
る
日
記
体
の
官
撰
文
書
）
や
各
官

府
の
文
書
に
基
づ
い
て
絹
修
さ
れ
た
。
内
容
は
皇
帝
の
事
蹟
を
中
心
と
し

て
そ
の
治
世
に
お
け
る
政
治
的
・
経
済
的
・
社
会
的
諸
事
象
全
般
に
及
ん

で
お
り
、
明
代
史
の
根
本
史
料
で
あ
る
。
周
辺
諸
国
・
諸
民
族
に
関
し
て

も
、
全
代
を
通
じ
一
貫
し
て
組
織
的
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。

僅
か
の
碑
文
な
ど
を
除
け
ば
、
そ
の
国
に
固
有
の
同
時
代
史
料
が
な
い

よ
う
な
場
合
、
「
明
実
録
」
の
記
事
は
貴
重
で
あ
る
。
例
え
ば
初
期
の
ア

ュ
タ
ヤ
朝
タ
イ
や
マ
ラ
ッ
カ
王
国
な
ど
の
歴
史
解
明
に
「
明
実
録
」
が
貢

献
す
る
と
こ
ろ
は
大
き
い
。
そ
の
国
独
自
の
記
録
の
残
る
時
期
に
関
し
て

も
、
「
明
実
録
」
の
記
述
と
の
比
較
対
照
は
有
益
で
あ
る
。

琉
球
の
場
合
も
こ
の
事
情
は
同
じ
で
あ
る
。
「
明
実
録
」
が
ほ
と
ん
ど

唯
一
の
史
料
で
あ
る
明
初
の
五
十
年
間
に
お
い
て
は
勿
論
の
こ
と
、
そ
の

後
の
「
歴
代
宝
案
」
と
い
う
第
一
級
史
料
を
持
つ
時
期
に
お
い
て
も
、
「
明

実
録
」
は
必
見
す
べ
き
史
料
で
あ
る
。

内
田
晶
子
・
高
瀕
恭
子

和
田
久
徳
・
池
谷
望
子
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沖
縄
史
料
」
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
台
北
の
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所

に
よ
っ
て
影
印
公
刊
さ
れ
た
「
国
立
北
平
図
書
館
蔵
紅
格
明
実
録
紗
本
』

か
ら
琉
球
関
係
記
事
を
抄
出
し
、
同
本
付
録
の
「
明
実
録
校
勘
記
j

に
よ

る
校
訂
と
、
和
田
自
身
に
よ
る
訂
正
と
を
加
え
た
も
の
で
、
「
明
実
録
の

沖
縄
史
料
(
-
)
」
（
「
お
茶
の
水
女
子
大
学
人
文
科
学
紀
要
j

二
四
、
一

九
七

一
年）、

「
明
実
録
の
沖
縄
史
料
（
二
）
」
（
「
南
島
史
学
」
創
刊
号
、

一
九
七
二
年
）
と
し
て
発
表
さ
れ
、
「
明
実
録
」
中
の
琉
球
史
料
の
利
用

を

一
挙
に
容
易
に
し
た
。

そ
の
序
文
で
は
、
「
明
実
録
」

9
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t
 そ

れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

お
い
て
、
『
明
実
録
』

一
九
六
0
年
代
ま
で
の
琉
球
中
世
史
研
究
に

の
史
料
的
価
値
の
認
識
は
必
ず
し
も
十
分
で
は
な

か
っ
た
。
ま
た
史
料
と
し
て
注
目
し
た
場
合
に
お
い
て
も
、
『
明
実
録
」
一

が
大
部
の
書
で
あ
り
、
そ
の
中
に
含
ま
れ
る
琉
球
史
料
を
検
出
す
る
の
が

容
易
で
な
い
こ
と
か
ら
、

そ
の
利
用
は
部
分
的
な
も
の
に
と
ど
ま
っ
て
い

の
史
料
的
性
格
を
明
ら
か
に
す
る
と
共

に
、
『
明
史
藁
琉
球
伝
j

「
明
史
琉
球
伝
」
「
大
明
一
統
志
j

ほ
か
、
琉
球

に
関
す
る
ま
と
ま
っ
た
記
述
を
持
つ
数
多
の
中
国
史
籍
や
、
陳
侃
以
下
明

代
冊
封
使
の
『
使
琉
球
録
」
を
あ
げ
て
、
具
体
的
に
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
や

『
明
実
録
j

と
の
関
わ
り
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
「
明
実
録
」
は
宮
廷
の

秘
籍
で
あ
り
、
普
通
は
直
接
に
利
用
で
き
な
か

っ
た
。「
中
山
沿
革
志
j

（
江
揖
撰
、
康
熙
二
十
三
年
自
序
）
は
「
明
実
録
」
か
ら
記
事
を
摘
録
し

そ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
で
発
表
さ
れ
た
の
が
、
和
田
久
徳
「
明
実
録
の

て
い
る
が
、
そ
れ
は
注
揖
が
「
明
史
」
編
纂
に
た
ず
さ
わ
り
、
「
明
実
録
」

を
披
見
し
え
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
「
中
山
沿
革
志
」
は
、
琉
球
で

成
っ
た
代
表
的
な
史
書
で
あ
る
「
察
温
本
中
山
世
譜
」
や
、
近
代
以
前
に

お
い
て
琉
球
に
関
す
る
著
述
の
白
眉
と
さ
れ
て
流
布
し
た
「
中
山
伝
信
録
」

の
主
要
な
材
料
と
な
っ
た
。
し
か
し
「
中
山
沿
革
志
」
は
「
明
実
録
」
の

琉
球
関
係
記
事
の
全
部
は
採
っ
て
お
ら
ず
、
ま
た
採
っ
た
際
に
記
述
を
省

略
し
た
た
め
に
誤
り
を
生
じ
て
い
る
場
合
の
あ
る
こ
と
が
、
紹
介
さ
れ
て

い
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
諸
書
の
本
来
の
源
泉
で
あ
る
「
明
実
録
」
そ
の
も

沖
縄
史
料
補
正

」
（
「
歴
代
宝
案
研
究
」
三
•
四
合
併
号
、

に
つ
い
て
、
原
文
を
一
本
に
ま
と
め
、
訳
注
を
ほ
ど
こ
す
こ
と
と
し
た
。

発
表
以
来
三
十
年
近
く
を
経
て
原
論
文
が
既
に
入
手
し
難
く
な
っ
て
い
る

こ
と
、
「
補
正
」
を
含
め
れ
ば
、
掲
載
が
三
誌
に
わ
た
っ
て
い
る
こ
と
の

不
便
を
解
消
し
、
訳
注
に
よ
っ
て
「
明
実
録
」
が
よ
り
利
用
し
易
く
な
る

よ
う
願
っ
て
の
こ
と
で
あ
る
。

訳
注
に
あ
た
っ
て
は
、
「
明
実
録
」

一
九
九
三
年
）

の
記
事
と
比
較
参
照
し
う
る
琉
球

側
の
同
時
代
記
録
で
あ
る
「
歴
代
宝
案
」
と
の
対
照
を
重
要
課
題
の
一
っ

と
し
た
。
「
明
実
録
」
と
「
歴
代
宝
案
j

は
相
い
補
う
べ
き
関
係
に
あ
り
、

両
者
を
併
せ
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
事
実
の
経
過
や
そ
の
持
つ
意
味
が
よ
く

わ
か
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
た
び
「
明
実
録
の
沖
縄
史
料
(
-
)（
二
）
」
及
び

「
明
実
録
の

の
に
遡

っ
て
直
接
あ
た
る
こ
と
の
必
要
性
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
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で
き
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
「
中
山
世
鑑
」
ほ
か
の
琉
球
側
史
書
は
、
琉
球
独
自
の

伝
承
部
分
を
除
い
て
は
注
に
利
用
す
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
。
琉
球
の
史

書
の
成
立
は
す
べ
て
清
代
に
入
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
り
、
と
り
わ
け
「

i

祭

温
本
中
山
世
譜
」
は
前
述
し
た
よ
う
に
「
明
実
録
」
が
史
料
源
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

和
田
久
徳
教
授
は
平
成
十
一
年
三
月
九
日
、
逝
去
さ
れ
た
。
私
共
の
訳

注
は
も
と
よ
り
不
備
で
は
あ
る
が
、
教
授
の
遺
志
の
一
端
を
継
ぐ
こ
と
が

（
高
瀬
記
）
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一
、
本
篇
は
台
北
の
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
に
よ
っ
て
影
印
公
刊

さ
れ
た
「
国
立
北
平
図
書
館
蔵
紅
格
明
実
録
紗
本
」
に
つ
い
て
、
太
祖

か
ら
宣
宗
ま
で
の
実
録
の
う
ち
、
琉
球
に
関
す
る
記
事
を
抄
出
し
編
纂

し
た
も
の
で
あ
る
。

一
、
編
次
は
各
朝
実
録
に
よ
っ
て
年
代
順
に
し
、
抄
出
し
た
記
事
に
は
、

各
朝
ご
と
に
頭
番
号
を
付
し
た
。
各
実
録
に
存
す
る
巻
数
は
記
さ
ず
に

省
い
た
。

一
、
抄
録
に
あ
た
っ
て
は
原
本
の
体
裁
内
容
を
存
す
る
こ
と
を
原
則
と
し

た
が
、
下
記
の
改
変
を
行
な
っ
た
。

①
明
ら
か
な
誤
字
・
脱
字
・
術
字
の
類
は
、
影
印
本
付
録
の
「
明
実
録

校
勘
記
」
に
よ
っ
て
訂
正
し
た
。
訂
正
し
た
字
句
に
は
、
そ
の
右
傍

に
0
印
を
付
し
た
。
「
明
実
録
校
勘
記
」
に
記
載
の
な
い
場
合
で
も
、

訂
す
べ
き
と
考
え
ら
れ
る
字
句
に
は
、
右
傍
の

を
注
記
し
た
。

②
異
体
字

・
俗
字
・
略
字
の
多
く
は
、
正
字
あ
る
い
は
通
用
の
字
体
に

改
め
た
。
誤
解
の
お
そ
れ
が
な
い
場
合
は
、
印
刷
の
便
宜
上
、
原
本

原

文

篇 凡

例

）
内
に
そ
の
意

の
正
字
な
ど
に
か
え
て
略
字
体
を
使
用
し
た
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
同

義
の
字
は
通
用
の
字
体
に
統
一
し
た
場
合
が
あ
る
。

（
例
佳
↓
姪
、
韓
↓
靴
、
裡
↓
裏
、
複
↓
磯
）

③
敬
避
の
た
め
の
空
格
の
類
は
、
こ
れ
を
や
め
て
普
通
の
記
載
と
し
た
。

④
採
録
し
た
記
事
の
中
で
、
琉
球
と
直
接
に
は
関
係
の
な
い
内
容
の
部

分
は
、
こ
れ
を
省
略
し
た
場
合
が
あ
る
。
省
略
し
た
部
分
は
点
線
符

号
で
示
し
た
。

⑤
記
事
の
係
わ
る
年
月
・
干
支
に
つ
い
て
、
初
出
の
年
次
の
下
の
（

内
に
西
暦
年
数
を
示
し
、
干
支
の
下
の

数
を
示
し
た
。
た
だ
し
同
一
年
次
で
あ
っ
て
も
そ
の
年
末
な
ど
に
お

い
て
西
暦
が
変
る
場
合
が
あ
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
ふ
れ
ず
、

律
に
示
し
て
い
る
。

⑥
各
記
事
に
は
句
読
点
を
施
し
た
。

訳
文
は
次
の
通
り
と
し
た
。

①
い
わ
ゆ
る
読
み
下
し
文
と
す
る
。

②
現
代
仮
名
遣
い
を
用
い
る
。

③
原
文
の
漢
字
は
な
る
べ
く
残
す
。

④
異
体
字
・
俗
字
な
ど
は
原
則
と
し
て
正
字
（
常
用
漢
字
を
含
む
）
あ

訳

文

篇

）
内
に
は
当
該
月
の
日
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る
い
は
通
用
の
字
体
に
改
め
、
同
義
の
字
は
通
用
の
字
体
に
統
一
し

た
場
合
が
あ
る
（
例
資
・
賓
↓
齋
、
救
・
勅
↓
勅
、
紅
↓
船
）
。

⑤
明
ら
か
な
誤
用
は
注
記
せ
ず
に
正
し
い
字
に
改
め
た
場
合
が
あ
る

（
例
瓜
畦
↓
爪
畦
）
。

注
釈
は
次
の
通
り
と
し
た
。

①
各
朝
実
録
ご
と
に
注
番
号
を
付
す
。

②
同
一
語
・
同
一
事
項
は
注
と
し
て
再
記
し
な
い
。

③
訳
注
全
般
に
参
照
し
た
辞
書
・
文
献
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
こ
れ

ら
に
つ
い
て
は
個
別
に
出
典
を
注
記
し
な
い
。
た
だ
し
必
要
な
場
合

）
内
に
示
し
た
略
称
に
よ
っ
て
注
記
す
る
。
な
お
個
々
に

こ

よ

(
,i 

参
照
し
た
研
究
書
・
論
文
等
に
つ
い
て
は
当
該
の
個
所
に
記
す
に
と

ど
め
る
。

注

釈

篇
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出
版
部

一
九
七
三
年

地
図
出
版
社

平
凡
社

一
九
八
二
年

第
七
冊

台
北

元
・
明
時
期
」

「
福
建
省
地
図
冊
」
福
建
省
地
図
出
版
社
一
九
九
0
年

戚
励
艇
等
編
「
中
国
古
今
地
名
大
辞
典
」
商
務
印
書
館

青
山
定
雄
著
「
読
史
方
輿
紀
要
索
引
中
国
歴
代
地
名
要
覧
」

年
省
心
書
房
影
印
本
一
九
七
四
年

国
立
中
央
図
書
館
編
「
明
人
偲
記
資
料
索
引
」

一
九
六
五
ー
六
六
年
（
「
明
人
伝
記
」
）

田
継
綜
編
「
八
十
九
種
明
代
伝
記
綜
合
引
得
．

l

一
九
三
五
年

北
京

大
修
館
書
店

漢
語
大
詞
典
編
輯
委
員
会
漢
語
大
詞
典
編
纂
処
絹
「
漢
語
大
詞
典
」

語
大
詞
典
出
版
社
一
九
八
五
ー
九
四
年

愛
知
大
学
中
日
大
辞
典
編
纂
処
編

「
中
日
大
辞
典
」

一
九
八
六
年
増
訂
版

「
ア
ジ
ア
歴
史
事
典
」

「
沖
縄
大
百
科
事
典
」
沖
縄
タ
イ
ム
ス
社

諏
其
譲
主
絹
「
中
国
歴
史
地
図
集

大
修
館
書
店

一
九
五
九
ー
六
二
年

一
九
八
三
年
（
「
大
百
科
J)

一
九
三
一
年

一
九
三
一――

文
史
哲
出
版
社

上
海

参
考
文
献

漢

諸
橋
轍
次
著
「
大
漢
和
辞
典
」

中
文
大
辞
典
編
纂
委
員
会
編
「
中
文
大
辞
典
」

一
九
八
四
年
修
訂
版

台
北
中
国
文
化
大
学

）
内
は
略
称

一
九
六
九
年

胡
靖
「
杜
天
使
冊
封
琉
球
真
記
奇
観
」

学
生
書
局

李
東
陽
等
修
「
大
明
会
典
」

影
印
本
一
九
八
九
年
（
「
正
徳
会
典
」
）

申
時
行
等
修
「
大
明
会
典
」

万
暦
十
五
年
(
-
五
八
七
）
刊

中
華
書
局
活
字
本
一
九
八
八
年
（
「
万
暦
会
典
」
）

張
廷
玉
等
撰
「
明
史
」
北
京
中
華
書
局
標
点
本
一
九
七
四
年

和
田
清
編
「
明
史
食
貨
志
諜
註
」
東
洋
文
庫
一
九
五
七
年

陳
侃
「
使
琉
球
録
」
嘉
靖
十
三
年
(
-
五
三
四
）
自
序
国
立
北
平
図

書
館
善
本
叢
書
第
一
集
嘉
靖
間
原
刊
本
影
印

嘉
靖
四
十
年
(
-
五
六
一
）
自
序

郭
汝
蹂
「
使
琉
球
録
」

議
会
図
書
館
蔵
本

篇
崇
業
「
使
琉
球
録
」

書
局
一
九
六
九
年

夏
子
陽
「
使
琉
球
録
」

万
暦
三
十
四
年
（
一
六
0
六
）
自
序
台
湾

万
暦
七
年
(
-
五
七
九
）
自
序

「
歴
代
宝
案
訳
注
本
」
第
一

・
ニ
冊

四
年
、
九
七
年
（
「
宝
案

崇
禎
年
間

「
那
覇
市
史
資

台

湾

学

生

沖
縄
県
教
育
委
員
会

中
華
書
局
本

一
九
八
七
年

訳
注
本
」
）

正
徳
四
年
(
-
五
0
九
）
刊

ア
メ
リ
カ

北
京

汲
古
書
院

一
九
九

「
歴
代
宝
案
校
訂
本
」
第
一
・
ニ
冊
沖
縄
県
教
育
委
員
会

二
年
（
「
宝
案
」
）
。
な
お
「
明
実
録
」
と
関
連
す
る
記
事
は
す
べ
て
第

一
集
に
あ
る
の
で
、
引
用
に
あ
た
っ
て
は
第
一
集
を
省
略
し
、
例
え
ば

一
巻
一
号
文
書
の
場
合
は

[
O
一
ー
〇
一
〕
と
す
る
。

一
九
九

-6-



一
九
九
一
年
）

中
華
書
局

馬
歓
「
濠
涯
勝
覧
」
永
楽
十
四
年
(
-
四
一
六
）
自
序

四
五
一
）
加
筆
（
凋
承
鉤
「
濠
涯
勝
覧
校
注
j

景
泰
二
年
（

一
九
三
五
年
、
北
京

一
九
七
七
年

料
篇
第
一
巻
三
冊
封
使
録
関
係
資
料
」

注
揖
「
中
山
沿
革
志
」
康
熙
二
十
三
年
(
-
六
八
四
）
自
序
（
東
洋
文

庫
蔵
「
勅
撰
奉
使
録
j

所
収
）

林
燻
等
募
修
「
福
州
府
志
」
万
暦
二
十
四
年
(
-
五
九
六
）
北
京

書
目
文
献
出
版
社
日
本
蔵
中
国
竿
見
地
方
志
叢
刊
一
九
九
0
年

（
「
万
暦
福
州
府
志
」
）

謝
道
承
等
纂
修
「
福
建
通
志
」
乾
隆
二
年
（
一
七
三
七
）
江
蘇
広
陵

古
籍
刻
印
本
一
九
八
九
年
（
「
乾
隆
福
建
通
志
」
）

魯
曽
燈
等
慕
修
「
福
州
府
志
」
乾
隆
十
九
年
（
一
七
五
四
）
台
北

中
国
方
志
叢
書
七
二
号
一
九
六
七
年
（
「
乾
隆
福
州

成
文
出
版
社

府
志
」
）

陳
寿
棋
等
纂
修
「
福
建
通
志
」
同
治
十
年
(
-
八
七
一
）
台
北
華

文
書
局
中
国
省
志
彙
絹
之
九
一
九
六
八
年
（
「
同
治
福
建
通
志
」
）

趙
汝
造
「
諸
蕃
志
」
宝
慶
元
年
(
―
ニ
ニ
五
）
自
序
（
海
承
鉤
「
諸
蕃
志

校
注
」
一
九
四
0
年
、
台
湾
商
務
印
書
館
一
九
七

0
年）

江
大
淵
「
島
夷
誌
略
」
至
正
九
年
(
-
三
四
九
）
撰
（
蘇
継
隕
「
島
夷
誌

略

校

釈

」

北

京

一

九

八

一

年

）

陳
誠
「
西
域
行
程
記
」
「
西
域
番
国
志
」
永
楽
十
三
年
(
-
四
一
五
）
頃

（
周
連
寛
校
注
「
西
域
行
程
記
」
「
西
域
番
国
志
」
北
京

中
華
書
局

中
華
書
局
一
九
五
五
年
）

翠
珍
「
西
洋
番
国
志
」
宣
徳
九
年
(
-
四
三
四
）
自
序
（
向
達
校
注
「
西

洋
番
国
志
」
北
京
中
華
書
局
一
九
六
一
年
）

費
信
「
星
磋
勝
覧
」
正
統
元
年
(
-
四
三
六
）
自
序
（
浦
承
鉤
「
星
磋
勝

覧
校
注
」
一
九
三
八
年
、
北
京
中
華
書
局
一
九
五
四
年
）

李
賢
等
撰
「
大
明
一
統
志
」
天
順
五
年
(
-
四
六
一
）
刊
（
西
安
三
秦

出
版
社
司
礼
監
官
刻
初
印
本
影
印
一
九
九
0
年）

黄
省
曾
「
西
洋
朝
貢
典
録
」
正
徳
十
五
年
(
-
五
二

0
)
自
序
（
謝
方
校

注
「
西
洋
朝
貢
典
録
」
北
京
中
華
書
局
一
九
八
二
年
）

黄
衷
「
海
語
」
嘉
靖
十
五
年
(
-
五
三
六
）
自
序
（
台
湾

嶺
南
遺
書
本
影
印

一
九
七
五
年
）

学
生
書
局

一
九
五
五
ー
五
八
年
（
太

厳
従
簡
「
殊
域
周
杏
録
」
万
暦
二
年
(
-
五
七
四
）
自
序
（
余
思
黎
点
校

「
殊
域
周
杏
録
」
北
京
中
華
書
局
一
九
九
三
年
）

羅
曰
駿
「
咸
賓
録
」
万
暦
十
九
年
(
-
五
九
一
）
序

張
嬰
「
東
西
洋
考
」
万
暦
四
十
六
年
（
一
六
一
八
）
序
（
謝
方
点
校
「
東

西
洋
考
」
北
京
中
華
書
局
一
九
八
一
年
）

茅
元
儀
「
武
備
志
」
巻
二
四
〇
「
鄭
和
航
海
図
」
天
啓
元
年
(
-
六
ニ
―
)

自
序
（
向
達
整
理
「
郎
和
航
海
図
」
北
京
中
華
書
局
一
九
六
一
年
）

茅
瑞
徴
「
皇
明
象
脅
録
」
崇
禎
二
年
(
-
六
二
九
）
序

何
喬
遠
「
名
山
蔵
」
崇
禎
十
三
年
（
一
六
四
0
)

序

「
朝
鮮
王
朝
実
録
」
輯
国
国
史
絹
纂
委
員
会

白
山
史
庫
本
）

-7-



記』）

『
那
覇
市
史

（
二
）
（
三
）
（
四
）
」

（
三
）
（
四
）
」
）

李
朝
実
録
之
部
」
（
国
書
刊
行
会

日
本
史
料
集
成
絹
慕
会
絹
「
中
国
・
朝
鮮
の
史
籍
に
お
け
る
日
本
史
料
集

昭
和
五
十
一
年
以
後

十
一
冊
）

『
訓
読
吏
文

附
吏
文
輯
覧
」
国
書
刊
行
会

資
料
篇
第
一
巻
五
・
六
・
七
・
八
家
譜
資
料
（
一
）

一
九
七
六
年
1

八
三
年
（
『
家
譜
(
-
)
（
二
）

琉
球
史
料
叢
書
―
―
-
（
「
旧

琉
球
史
料
叢
書
五

琉
球
史
料
叢
書
一

文
J

)

向
象
賢
「
中
山
世
鑑
」
順
治
七
年
（
一
六
五
0
)

井
上
書
房
復
刻
版
一
九
六
二
年
（
「
世
鑑
」
）

察
鐸
「
中
山
世
譜
」
康
熙
四
十
年
（
一
七
O
I

)

沖
縄
県
教
育
委
員
会

「
察
鐸
本
中
山
世
譜
」
一
九
七
三
年
（
『
察
鐸
本
世
譜
」
）

察
温
「
中
山
世
譜
」
薙
正
三
年
（
一
七
二
五
）
琉
球
史
料
叢
書
四
（
「
察

温
本
世
譜
」
）

鄭
乗
哲
「
球
陽
」
乾
隆
十
年
（
一
七
四
五
）
球
陽
研
究
会
絹
『
球
陽
・

原
文
絹
」
角
川
書
店
一
九
七
四
年

「
琉
球
国
由
来
記
」
康
熙
五
十
二
年
(
-
七
一
三
）

・
ニ
（
「
由
来
記
」
）

「
琉
球
国
旧
記
」
薙
正
九
年
(
-
七
三
一
）

昭
和
五
十
年
（
「
訓
読
吏

成

既
刊
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